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令和４年 学校説明会資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公教育の北辰 
～ 円くなるな、無限であれ。～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪府立茨木高等学校 
 
 

 

〒567-8523 茨木市新庄町 12－１  

TEL 072-622-3423   
FAX 072-623-0238 

https://www2.osaka-c.ed.jp/ibaraki/ 
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教育の重点   
 

◆｢グローバル･リーダーズ･ハイスクール（ＧＬＨＳ）｣（大阪府指定）として、豊かな感性と幅広

い教養を身に付けた、社会に貢献する志を持つ、知識基盤社会をリードする人物の育成をめざし

ます。 
 

◆伝統に裏付けられた｢茨高文化｣の教育力を基盤に、充実した｢学習活動｣と「特別活動｣を両輪と

して、生徒一人ひとりの｢学力｣と｢人間力｣を鍛える取り組みを推進しています。 

 

学習指導の重点  
 

◆生徒の｢高い志｣を育成し潜在力を引き出すために、豊かで奥の深い教科指導を行っています。 
 

◆生徒の自主的･自律的学習の定着を図っています。 
 

◆生徒一人一人の進路希望実現に向けて、３年間を見通した指導計画に基づいたきめ細やかな指導

を行っています。 

  

具体的取り組みなど 
  

＜充実した授業時間＞ 

☆２学期制のもと、６５分・５限授業を行っています。 

 ・５０分・６限授業より、１日あたり２５分多く学べます。 

・１時限が１５分長いことにより、実験・実習や演習､実技教科の教育活動、協働的活動にも 

じっくり取り組めます。 

・放課後の課外活動や部活動の時間も、しっかり確保しています。 

☆月２回程度土曜日に、また８月にも１週間以上授業を実施し、授業時間を多く確保しています。 
  

＜カリキュラムや授業の特徴＞ 

☆文理学科として、文科(人文社会国際系)・理科(理数探究系)ともに充実したカリキュラムのも

と、専門教科や専門科目をはじめとする多様な授業を展開しています。 

☆数学や英語において、少人数展開による授業を実施しています。 
 

＜ハイレベルな英語教育＞ 

☆４技能のバランス良い英語力を育成する授業を展開しています。 

 ・１年次にはスピーチ・プレゼンテーション、２年次にはディベートに全員で取り組むことに

より、知識、技能の習得はもとより、論理的思考力・表現力を鍛えています。 

 ・４技能を統合した発展的な英語力を身につけ、海外の大学への進学にも対応できる英語運用

能力の習得をめざしています。 

・各学年にネイティブ教員を配置し、「話す」「書く」活動を重視した必修授業を展開すると

ともに、２年次には「Advanced English」を選択科目として開設しています。 
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＜「教育課程特例校」として＞ 

ＧＬＨＳ(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾊｲｽｸｰﾙ)指定以前より、本校では、すべての教育活動を有機的に結び

つけ、リーダーシップを醸成し生徒の成長につなげる教育を展開してきました。 

令和４年度入学生からは「教育課程特例校」（文部科学大臣指定）として、設定した教科「探究」の

科目「IBARAMA(※)」を軸に、情報を適正･的確に取り扱い協働して課題解決に取り組む力を総合的

に育み(下記)、これまで本校が培ってきた特色をさらに維持･発展させていきます。 
 

※ IBARAMAの意味,由来 
  

接尾辞-rama はギリシア語由来で、英語の”view”にあたります。文明の発祥以来人類が蓄積

してきた知識をまた深化させ新たな視点を加える、という意味を込め、茨高生が自ら新しい

視点で自分の考えを深め発信することを願い命名されました。 

 

＜「探究」活動の深化＞ 

☆１年次の「IBARAMA」 

地域社会の諸課題や地球科学を題材に探究活動を行い、課題発見・解決に必要な知識・技能を

複合的に身につけます。 
 

☆２年次の「IBARAMA」 

課題を多角的にとらえ、さまざまな分野から総合的に探究活動を行い、情報セキュリティや著

作権、情報デザインやプレゼンテーション等の学習との一体化により、実践力を高めます。 
   

☆３年次の「IBARAMA」 

デジタル表現やデータ分析を数学の学習と並行して学び、情報活用能力の定着をはかります。 
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進路指導 
 

◆３つの柱 

＊入学時から始まる系統的進路学習 

＊卒業生等の講義による探究心育成 

＊実績に基づく的確な分析と指導 
  

・進路指導は入学時から始まり、過去の進路実績に裏付けられた確かなデータを基に、「高い
志」の涵養、「自分で考えて選ぶ進路」をモットーに生徒の進路希望実現を支援します。 

  
・授業のない土曜日を使い、夏には「学問発見講座」秋には「卒業生講座」という行事を実施

しています。どちらも大学の先生などを招いて 80～90 分の講義が開かれます。ひとりの生
徒が３年間で９講座に参加できます。（詳細は次ページ） 

 

◆大学との連携行事 

１年生は入学して間もなくスプリングセミナーを実施しています。京都大学吉田キャンパ

スの時計台記念ホールにて同窓の高倉喜信教授(薬学研究科)より「茨高生に望むこと」をテ

ーマに講演をしていただき、さらに同窓の現役大学院生・現役学部生の協力を得て、アカデミ

ックな世界に触れます。さらに、冬には茨木 Brothers & Sisters プログラム(後述)で大阪大

学の留学生を招き(昨年度はリモート開催)、ディスカッションに取り組みます。 

２年生は､今年も後期初日にオータムセミナーを実施します。同窓の石野良純教授(九州大

学 農学研究院)の講演から、探究活動への姿勢を学ぶとともに、受験生としての自覚を高め

ます。 
 
これらのように、大学との連携によって、早期から生徒全員が近い未来と遥かな将来に自

らの目標を描く礎を築きます。さらに、本校独自や GLHS 主催などの様々な連携行事があり広

く参加を促します。希望者には学習へのモチベーションを高めるチャンスが豊富に用意され、

生徒たちは積極的に参加しています。 
 
以下は、主な行事です。①は 1 年生全員、②③は２年生全員が対象。③～⑪は、全員に周知

し参加を募ります。これらの他にも、随時様々なプログラムを紹介し、参加を促します。 
 

①スプリングセミナー（５月） (前述) 

 ②オータムセミナー（１０月） (前述) 

③京都大学大学院文学研究科との連携 課題研究(探究活動)の授業で、継続的に助言を受けます。 

④京都大学研究室訪問（７月） 同窓教授等の協力を得て、様々な分野の研究室を訪問します。 

⑤東京スタディーツアー（８月） 東京大学等の研究室を訪問します。 

⑥京都大学 ELCAS・大阪大学 SEEDS 等 研究活動を行う、各大学のプログラムです。 

⑦地域医療を学ぶ１週間（７-８月） 医療現場の最前線に密着し、医師になる覚悟を学びます。 

⑧国際高等研究所「独立自尊の志」養成プログラム（８月、３月） 

諸分野の第一人者である講師から助言を受け、議論を重ね、人類の未来と幸福を考えます。 

⑨京都大学キャンパスガイド（１１月） ＧＬＨＳ合同企画 

⑩大阪大学ツアー（１１月） ＧＬＨＳ合同企画 

⑪その他のＧＬＨＳ合同企画、ビジネスを知る企画等 随時紹介していきます。 
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学問発見講座(202１.７.１０)   

 

 

卒業生講座(202１.１０.２３) 

 

講師 所属 講義タイトル

大神 雄一郎
大阪府立大学
(高等教育推進機構)

言語の分析を通じ比ゆ的認知について考える

上町 達也
滋賀県立大学
(環境科学部 生物資源管理学科)

暮らしを彩る花を科学する

宇野勝博
大阪大学大学院
(理学研究科数学専攻)

分割数の話

山田慧
同志社大学
(法学部)

失敗した犯罪も処罰される？
―（刑）法の意義と法律学の役割

林創
神戸大学大学院
(人間発達環境学研究科)

発達心理学を知る -子どもの社会的な心の発達-

服部律子
岐阜県立看護大学
(看護学部・大学院看護学研究科)

看護学って？看護の世界で活躍してみませんか

越山健治
関西大学
(社会安全学部)

都市防災計画の科学的アプローチ

藤森 真一郎
京都大学大学院
(工学研究科)

2050年を科学的手法で占う：気候変動問題への学際的アプローチ

梶原武久
神戸大学大学院
(経営学研究科　)

モノ作りの経営学

内田幸明
大阪大学大学院
(基礎工学研究科)

分子の動きが目で見える「液晶」の仕組み

河野道房
同志社大学
(文学部　美学芸術学科)

日本美術と東アジア

才脇直樹
奈良女子大学　研究院工学系専攻
(大阪大学大学院　基礎工学研究科)

ヒューマンインタフェースと人間情報学の世界

木村郁夫
京都大学大学院
(生命科学研究科)

食と健康の科学

鹿子木康弘
大阪大学大学院
(人間科学研究科)

赤ちゃん学のすすめ

講師 所属 講義タイトル

石高健次
ジャーナリスト オンリー・ユー

～君にしかできないことがある～

桑山美穂
㈱阪急阪神百貨店
(取締役執行役員)

働くということ…　誰かの役に立つこと…

高木博史
奈良先端科学技術大学院大学
(先端科学技術研究科バイオサイエンス領域)

微生物の魅力と可能性～バイオサイエンスとバイオテクノロジーの最先端～

タケウマ
イラストレーター

アイデアとイラスト

中川あや
独立行政法人国立文化財機構　奈良国立博物館
(学芸部　工芸考古室・教育室・企画室)

博物館学芸員として働く

朴木寛弥
奈良県立医科大学
((寄付講座)骨軟部腫瘍制御・機能再建医学)

がん細胞の社会学　～希少から普遍へ～

本田山郁子
臨床心理士・公認心理士

心理臨床と社会

李蕣里
株式会社エルシオ代表取締役副社長
(大阪大学大学院工学研究科特任助教)

大学の研究テーマでベンチャー創業

若宮 愛
国際協力機構

国際協力の仕事、ODAで何をしているの？
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特色ある教育活動                              
 

グローバル・リーダーズ・ハイスクールとして、国際的に視野を広げ、グローバルリーダー

としての素質を磨き、あわせて芸術などに対する素養を身に付けることをめざして、様々な企

画を実施しています。そのいくつかの取り組みを紹介します。 
 

◆大阪大学留学生との交流（茨木 Brothers & Sistersプログラム） 

国際理解教育の一環として、大阪大学の留学生を茨木高校に招き、異文化交流の機会を持っていま

す。多様な文化的背景を持つ留学生とさまざまなテーマについて意見交換することを通じて、コミ

ュニケーションのツールとしての英語の必要性を強く実感するとともに、異文化への理解を深める

ことができる取り組みとなっています。 

2019年度は、留学生 64名（27ヶ国）が来校し、本校生徒の企画運営によって１年生９クラスと交

流しました。2020年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、初めてのリモートでの開催と

なりましたが、本校生徒の企画運営により、充実した取り組みとなりました。2021年度は、12月 18

日（土）に、前年度に引き続き、リモートでの開催となりましたが、大阪府から配付された一人一台

端末の Chromebookを活用し、参加した留学生 25名（18ヶ国）と交流を行いました。 

※2022年度については、留学生との対面での交流を予定しています（2022年５月時点）。 

 

◆英語イマージョンプログラム  

希望者対象の英語漬けプログラムで、1年次と２年次、冬休みに２日間実施しています。ネイティブ講師

が英語のみで行う少人数集中講座です。例年、社会問題をテーマに、1年生はスピーチ・プレゼンテーショ

ン技能を、２年生はディベートに必要な技能の向上をめざしています。毎年約１００名の生徒が参加し、大

変好評なプログラムとなっています。  

１年次のテーマ例：“Hunger” “Children’s Education in the World”  

“Covid-19 ～ daily Life with Covid-19 ～” 

２年次のテーマ例：“Should petrol and diesel cars be banned?（ガソリン車は廃止するべきか）” 

“Should the government impose more tax on carbon emission to companies?” 

（政府は二酸化炭素放出に対して、企業にもっと税金を課すべきか） 

“Should garbage collection be charged in Japan?” 

（ゴミの収集を有料にすべきか） 
 

◆芸術科発表会 

本校の音楽会、美術科・書道科展は、豊かな感性を育むプログラムとして、一年間の授業の成果を発表し

ています。高校時代に高度な芸術と真剣に接する機会を持ち、芸術に対する素養を身につけることを目標と

しています。 

音楽会は、立命館いばらきフューチャープラザで開催しています。約3時間半ある音楽会の企画・運営を

生徒自身が担い、クラス合唱やミュージカル、ベートーヴェンの「第九」を演奏します。クラシック音楽の

最高峰とされる難曲「第九」を原調・ドイツ語で演奏することはまさに挑戦ですが、ソリストや指揮者も生

徒から選出し、本校吹奏楽部の演奏で総勢 320 名の合唱団が歌うステージは圧巻です。毎年会場が満席に

なり、好評を博している行事です。（2021年度は規模を縮小して行いました。） 

美術科・書道科展は本校多目的ホールで開催しています。美術は油絵、ポスタライズポートレイトや等身

大の人物を描くフィンガーペインティング、美大進学希望者による本格的な作品展示もあります。書道は、

臨書、詩文、ことば作品から、選択者全員で創作する千字文、書道部生徒の作品が所狭しと展示され、鑑賞

する生徒たちにとっても学びの場となっています。 
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２０２２年 進路状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

本校 Web ページ 
 

進路状況 
 

直近の入試結果(令和 4 年 4 月更新) 
 

をご覧ください。 
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特別活動                                  

 

◆夢を描き、実現に向けて行動する力を養う行事・部活動 

 

行 事：     体育祭・文化祭・宿泊野外行事・春季冬季学芸祭・妙見夜行登山・ 

    遠足・芸術鑑賞・人権行事 

 

部活 動： 

 

【体育部】 剣道・硬式テニス・硬式野球・サッカー・水泳・スキー・卓球・ 

ソフトテニス・バスケットボール・バレーボール・バドミントン・ 

ハンドボール・ラグビー・陸上・女子ソフトボール・ライフル射撃 

 

【文化部】 ダンス・文芸・放送・化学・生物・ＥＳＳ・美術・書道・茶道・家庭・ 

数学研究・吹奏楽・軽音楽・ＦＵＳＩＯＮ・囲碁将棋 

天文地球科学・競技かるた 

 

【同好会】 漫画研究・コーラス・クイズ研究 

 

【サークル】 園芸・歴史探検・レゴ・ボランティア 

 

 

・自主自律の方針に基づき、特別活動は企画から運営まで生徒が自ら取り組みます。時には協力し、

時にはぶつかりあい、互いの力を引き出し合いながら、活動していきます。 

 

・行事や部活動での経験を通して、「最後までやり遂げる姿勢」や「組織の一員として個性を発揮

する力」を身に付けていきます。そうして身に付けた力は、様々な場面で活躍する礎となり、高

校卒業後も成長し続ける原動力となっていきます。 
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☆ 令和５年度 入学者選抜日程 

志願書受付 令和５年３月３日(金)、６日(月)、７日(火) 

学 力 検 査 令和５年３月１０日(金) 

合格者発表 令和５年３月２０日(月) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆阪急京都線「茨木市駅」から南西に 650m 

                         ☆JR 京都線「茨木」から東に 750m 
 
 茨高へのアクセス 

石橋 

蛍池 

新大阪 

大阪 梅田 

茨木高校 

十三 淡路 
京都河原町 

天六 

京都 

千里中央 

阪急バス 

北千里 

山田 

モノレール 

彩都西 

宇野辺 
ＪＲ京都線 

茨木 

茨木市 
阪急京都線 

南茨木 

万博記念
公園 

Osaka Metro 
御堂筋線 

門真市 

JR 淡路 

南吹田 

久宝寺 

阪
急
千
里
線 


